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財
務
省
は
14
日 、
新
た
な
国
債
「
G

x

（
グ
リ
ー

ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン）
経
済
移
行
債」
の
初
回
入
札

を
実
施
す
る 。
同
日
は
10
年
債
を 、
27

日
に
は
5

年
債
を
そ
れ
ぞ
れ
8
0
0
0

億
円
予
定
す
る 。
脱
炭
素
社
会
へ
の
移

行
（
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン）
を
自
的
と
し

た
国
債
の
発
行
は
也
界
初
の
試
み
で 、

10
年
間
で
20
兆
円
規
模
を
計
画
す
る 。

正
式
名
称
は
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト・
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
利
付
国
偵」

。
2
0
5

0
年
の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
の
実
質
ゼ
ロ

に
向
け
た
産
業
構
造
転
換
を
後
押
し
す

る
資
金
を
調
達
す
る 。
初
年
度
の
23
年

度
は
1
.
6

兆
円
を
発
行
す
る 。

海
外
で
は
太
陽
光
の
よ
う
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
な
ど
に
資
金
の

使
い
遣
を
絞
る
「
グ
リ
ー

ン
ポ
ン
ド」

が
苦
及
す
る 。
今
回
は
化
石
燃
料
を
主

体
と
し
た
経
済・
社
会
構
造
か
ら
の「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
ポ
ン
ド」

と
区
別
し 、

幅
広
い
使
途
と
す
る 。

初
年
度
1
.
6

兆
円
に
つ
い
て 、
政

府
は
製
鉄
工
程
の
水
素
活
用
に
2
5
6

4
億
円
を
割
り
当
て
る 。
既
存
の
製
鉄

は
右
炭
を
大
呈
に
使
い
二
酸
化
炭
素

(
C
o 2
)
を
多
く
排
出
す
る 。
代
わ

り
に
水
素
を
使
う
製
鉄
技
術
の
確
立
を

め
ざ
し 、
日
本
製
鉄
や
J
F
E
ス
チ
ー

ル
な
ど
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る 。

消
毀
定
力
を
抑
え
る
「
光
m

融
合」

と
い
っ

た
次
世
代
半
専
体
の
開
発 、
金

属
部
品
な
ど
の
熱
処
理
に
用
い
る
工
業

炉
の
脱
炭
素 、
次
也
代
原
子
力
発
m
の

開
発
も
支
援
対
象
と
な
る 。

具
体
的
な
支
援
先
は
未
定
だ
が 、
次

世
代
の
太
陽
屯
池
や
洋
上
風
力
発
完 、

水
素
発
電 、
次
也
代
航
空
檬・
船
舶
と

い
っ

た
技
術
開
発
も
後
押
し
す
る 。

電
気
自
動
車
(
E
V)
な
ど
に
使
う

蓄
電
池
と 、
パ
ワ
ー

半
導
体
の
国
内
生

14
日

脱炭索加速、市場どう
初年度GX債1.6兆円の主な使途と支援先

研究開発（計8934饒円）

匿日本製鉄、JFEスチール、神戸製鋼所

NTT、古河電気工業、新光電気工業、
キオクシア、NEC、富士通マイクロン
脱炭素産業熱システム技術研究組合
中外炉工業、＝建産業，ロザイ工業，
|HI機械シスデム関東冶金工業冨士
電子工業，東京ガス，キャタラー｀こ直
生産拡大（計48_39偶円）
ホンダ、ジー エス•ユアサ、ブルー

エナジー にうち1587億円
トヨタ自動車、プライムプラネット了
ナジ ー ＆ソリュ ー ションズ、プライム
アースEVエナジー、豊田自動織機に
うち1178億F]
パナソニックエナジー、日亜化学、宇部
マクセル、旭化成クレハ、メキシケム
ジャパン、レゾナッ久東海カ ー ポン、
関栗電化工業宇部マクセル京都、
日伸工業、テンカ愛三工業
ロ ーム、ラビスセミコンダクタ、東芝
デパイス＆ストレー ジ、加賀栗芝エ
レクトロニクス

省エネ住宅機器なと導入補助（計2316億円）

評価

財
務
省、「
G
X
移
行
債」
初
入
札

産
の
拡
大
に
は
計
4
8
0
0

偲
円
程
度

を
補
助
す
る 。
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
住

宅
磯
器
の
導
入
や 、
E
V
を
含
む
低
燃

躁
車
の
購
入
補
助
と
い
っ

た
事
業
に
は

2
0
0
0

億
円
弾
を
あ
て
る 。

資
金
使
途
が
多
岐
に
わ
た
り 、
海
外

投
資
家
か
ら
は
見
せ
か
け
の
環
塊
対
応

に
す
ぎ
な
い「
グ
リ
ー

ン
ウ
オ
ッ
シ
ュ

」

を
懸
念
す
る
声
も
閲
か
れ
る 。
日
本
の

G
X
戦
略
は
火
力
発
電
の
燃
料
を
ア
ン

モ
ニ
ア
に
転
換
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

が

含
み 、
「
石
炭
火
力
の
延
命」
と
の
見

方
が
つ
き
ま
と
う 。
こ
の
た
め
23
年
度

発
行
の
1
.
6

兆
円
の
使
途
か
ら
「
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
事
業」
を
除
外
し
た 。

財
務
省
と
経
済
産
業
省
は
1

月
中
旬

か
ら
投
資
家
向
け
広
報
(
I

R
)

の
た

め
欧
米
各
国
を
回
っ

た 。
財
務
省
幹
部

は
関
心
全
西
さ
を
感
じ
た
と
い
う 。

S
M
B
C
日
興
証
券
の
浅
野
達
シ
ニ

ア
E
s
G
ア
ナ
リ
ス
ト

は
「
グ
リ
ー

ン

ウ
オ
ッ
ジ
ュ

ヘ
の
心
配
の
声
は
小
さ
く

な
っ

た 。
む
し
ろ
初
物
と
し
て
の
ご
祝

儀
相
場
に
乗
り
逓
れ
ま
い
と
需
要
が一
g

ま
り 、
遥
常
の
国
債
よ
り
利
回
り
が
低

く
な
る
『
グ
リ
ー

ニ
ア
ム』
の
水
準
が

注
巨
さ
れ
る」
と
話
す 。

グ
リ
ー

ニ
ア
ム
は
グ
リ
ー

ン
と
プ
レ

ミ
ア
ム
の
造
語
で 、
環
塊
へ
の
貢
献
度

の
高
さ
を
重
視
し
て
利
回
り
が
低
く

祓
券
価
格
は
高
く）
な
る
こ
と
を
指

す 。
政
府
に
と
っ

て
は
通
常
よ
り
低
い

コ
ス
ト

で
資
金
調
達
で
き
る 。

初
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
両
く
て
も
油

断
は
で
き
な
い 。
続
く
24
年
度
は
1
.

4
兆
円 、
そ
の
後
に
残
る
最
大
17
兆
円

の
発
行
を
控
え
る 。
「
市
場
か
ら
日
本

の
G
X
政
策
へ
の
信
認
と
し
て
の
適
切

な
プ
レ
ミ
ア
ム
を
維
持
で
き
る
か
が
焦

点
と
な
る」
（
浅
野
氏）

政
府
は
20
兆
円
を
呼
び
水
に
10
年
間

で
官
民
合
わ
せ
1
5
0

兆
円
超
の
投
資

に
つ
な
げ
る 。
脱
炭
素
技
術
は
ど
れ
が

苦
及
す
る
か
見
通
せ
ず 、
企
業
が
予
見

可
能
性
を
も
っ

て
投
資
に
踏
み
切
る
環

壊
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い 。
資
金
の
使

い
道
や
脱
炭
素
の
効
果
を
広
く
開
示

し 、
安
定
的
な
資
金
調
達
を
め
さ
す 。

償
還
に
は
企
業
の
C
o 2
排
出
に
課

金
す
る
「
カ
ー

ポ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ」

の
2
つ
の
手
法
を
用
い
る 。
ま
ず
化
石

燃
料
の
輸
入
企
業
に
燃
料
の
C
o 2
排

出
量
に
応
じ
て
賦
課
金
を
28
年
度
に
導

入
す
る 。
も
う
ひ
と
つ
は
排
出
量
取
引

で
政
府
が
電
力
会
社
に
排
出
枠
を
有
償

で
割
り
当
て
る
仕
組
み
を
33
年
度
に
始

め
る 。

（
牛
込
俊
介）
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